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事業実施期間：平成 20年度から令和３年度      

担当課室名：高校教育課                   

担当班名：キャリア教育班             

TEL:３６２５                

                        e-mail: ko-nou@pref.miyagi.lg.jp      

                        URL：                   

 

１ 事業の目的 

 産業廃棄物の再利用・有効利用を含めた，循環型社会に貢献できる技術者・技能者を育成すると

ともに，木造建築物解体時に排出される構造材の有効活用法を検討する。 

 

 

２ 当該年度の実施事業の概要・実績 

『解体木造建築物の構造材再利用 促進の基礎的研究』 

木造建築物を解体する際に排出される各種廃材から再利用可能な部材を採取し，その材料を使用

した木工製品の設計，製作を行った。また，意識の高揚をはかるために関連施設を見学して，今一

度，「もの」や「資源」について考えるための機会を設けた。令和４年度に参加する環境イベント

（ＳＤＧｓマルシェ）に向けての準備を契機として意識の高揚を図った。 

更に前年度から引き続き，木材の活用についてその多様性に着眼して『木製玩具』，『長椅子』，

『スマートフォンスタンド』，『鉋屑アート（削り花，造花を散りばめたリーフ）』，『キーホルダー』，

『組子（工芸品）』，『木製作業机，木製収納棚』，『書籍の落下防止ストッパー』等の作品製作や，

持続可能な社会の形成に様々な角度からアプローチしている諸施設の見学を通じて，循環型社会に

貢献できる技術者・技能者を育成することを目標に，以下の事業に取り組んだ。 

  ○ 木材を活用するための基礎的な道具の扱い方，加工方法に関する学習 

  ○ 廃材を活用した住宅や環境配慮型の住宅に関する事例紹介を中心とした授業実践 

  ○ 解体工事の流れや廃棄物の処理方法に関して学ぶ授業実践 

  ○ 地域の保育園児用の木製玩具製作（４作品）（ハンバーガー積み木，木製自動車，魚釣りパ

ズル，キリン風の木馬） 

  ○ 木製の長椅子（２０作品） ・木製スマートフォンホルダー（４０個） 

  ○ 鉋の削り屑を活用した削り花（１００輪）と造花を散りばめたリーフ（８輪）の製作 

  ○ 木製キーホルダー（通称：トッキー）製作（１００個） ・木製の大工道具入れ（２箱） 

  ○ 伝統工芸『組子』の技法を活用した各種製作物（５作品） 

  ○ 木製山岳装備収納棚（高さ 1500✕幅 1500✕奥行 800）（１台） 

  ○ 木製作業机（高さ 7500✕幅 910✕奥行 1800）（２台） 

  ○ 図書室の書籍落下防止ストッパー（図書室内の書架すべてに取付）（１式） 

  ○ ものづくりコンテスト（木材加工部門）における練習材料への転用（廃棄材を加工して練習

材にする） 

  ○ 環境イベント「ＳＤＧｓマルシェ」への出展準備 

  ○ 持続可能な社会の形成に様々な角度からアプローチしている諸施設の建築見学（全学年） 

  ○ 講師（技能者）の指導による実践的な学習を契機として，地域環境にも配慮した「ものづく

り」に邁進できる高い意識をもった人材の育成 

 

 

３ 当該年度の実施事業の成果 

○ 諸施設を見学したことによって，持続可能な社会とはどのような社会なのかを深く考えるた

めの動機付けとなった。また，前年度まで実施していたリサイクル施設の見学についてもパワ



ーポイントにて紹介したところ，５Ｒ（リフューズ，リデュース，リユース，リペア，リサイ

クル）の思考で物事を考えて取り組めるようになった。 

○ 廃材を活用した木製玩具４作品（ハンバーガー積み木，木製自動車，魚釣りパズル，キリン

風の木馬）と木製の長椅子（２０作品）を製作し，白石市内の保育園（白石市南保育園）に寄

贈させていただいた。このことにより，生徒達は「木材」は繰り返し使用できる材料特性を持

っていることを学ぶことができた。また，ものづくりの果たすべき役割について理解し，園児

をはじめとする関係者が喜んでいる姿を見ることによって地域貢献の意味や意義について深

く考えることができた。 

○ 廃材を活用した木製山岳装備収納棚（１台），木製作業机（２台），木製の大工道具入れ（２

箱）を製作し，校内で活用している。製作においては，特に廃材を製品に転用する際の部材の

使い分けや原寸図の作図について学習することができた。 

○ 自分達で製作した木製スマートフォンホルダー（４０個）を実際に各家庭（自宅）で活用す

ることによって，ものづくりの楽しさを知り，ものに対する愛情を育むことができた。また，

破損しても学校に持参して丁寧に修復しながら使用するなど，もの（資源）を大切にしようと

努める意識の変化を見受けることができた。 

○ 廃材を活用した削り花（造花），造花を散りばめたリーフ，キーホルダー（通称：トッキー）

を製作し，文化祭や各種のイベントにおいてプレゼントや記念品（おみやげ）として配布した

り，展示品として活用した。本来であれば廃棄されてしまうはずのものが，自分達のものづく

り活動によって再び日の目を見て生かされることに繋がった。この事実は，生徒達だけではな

く配布された人達にも影響を与え，創意工夫の観点によって，ものは再び生かされるという事

実を皆で共通理解し，学ぶことができた。 

○ ものづくりコンテスト（木材加工部門）の取り組みでは，廃材を再加工して練習のための部

材を多数用意できたことにより，練習回数を十分に確保することができた。また，若年者もの

づくり競技大会（愛媛県大会）にも出場することができた。 

○ 技能検定，建築大工(大工工事作業)の取り組みでは，廃材を再加工して実技課題の練習に必

要な材料を多数用意できたことにより，練習回数を十分に確保することができた。令和３年度

は，２級１名，３級１２名，合計１３名が，前期試験で合格している。後期実技試験は，２月

１１日に本校で実施される。 

○ 事業の実施によって磨き上げた技術や学び得た知識により，令和３年度はジュニアマイスタ

ーゴールドに４名の生徒が認定された。（本校の建築科では，初のゴールド認定になる。） 

○ 技術者や専門家の協力を得られたことによって，学びをより深められたことと併せて，より

実践的かつ高度な知識や技能を身につけることに繋がった。 

 

 

４ 今後の展開 

○ 「講師の確保」…地域の事業所や工務店をはじめとして，多くの職人さんや技能者の力を借

りながら事業を運用しているが，目指すべき目標に到達するためには，様々な分野からより多

くの協力が必要になる。貴重なお時間を頂戴しながら運用しているのが実情であるが，協力し

ていただける人材の確保については，これからも大きな課題になるので，インターンシップを

はじめとした取り組みを通じて，地域の事業所等との繋がりをより強固に形成していく必要が

ある。 

○ 「負担の軽減措置」…本事業を授業にも盛り込みながら，放課後や長期休暇の時間を活用し

て弾力的に運用しているが，絶対量として活動のための時間が不足している。生徒達の部活動

の時間，教職員が校務に費やすための時間を確保しながらいかに効率的かつ効果的な活動がで

きるのかを検証して改善を加えながら運用していくことが課題である。 

○ 「作品の供給量」…継続的な事業の成果として，製作した作品を寄贈してほしいとの要望を

いただくことがあるが，作品の製作には相当な手間と日数を要するため地域の要望に対して十

分に対応できていない。今後も廃材を活用した木製玩具や家具，工芸品等の製作について可能

な限りの力を注ぎながら実施していくが，地域でも広く活用していただけるように，一品モノ



の作品だけではなく，汎用性の高いより簡便なものも製作できるように計画段階から配慮と工

夫をしていくことが課題である。 

○ 「活動の場と融通性」…循環型社会の理念に基づいた「ものづくり活動」は，生徒達に対す

る教育的効果も高く，また地域との交流を図ることによって地域社会を含めたかたちで意識の

高揚に繋げることができた。よって今後も各種団体や教育機関との協力関係を築きながら，新

たな活動の場を模索しつつ，活動内容にも幅や柔軟性を持たせていくことが課題である。 

○ 「成果の発信」…ＳＤＧｓマルシェや地域イベントへの参加と併せて，本校ホームページを

活用しながら活動状況を意欲的に発信しているが，循環型社会を形成していくためには地球規

模での取り組みが必要不可欠になる。地道な活動を積み重ねながら情報の発信とあわせて，そ

のための手段についても模索していきたい。 

 

 

５ 廃棄物の削減・リサイクル，適正処理の促進の効果等を示す指標の数値 

（指標：関連授業時数） 

単位：時間 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

２６２ ２２９ ２９４ 

 

 

６ 事業費の推移 

単位：千円 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

３，０９６ ２，５８９ ２，４５８ 

 

 


